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平成21年７月17日付け福島県病院局指令病第237号で交付決定を受けた平成21年度福島県立病院医学
研究補助金の実績を次のとおり報告します。

１研究課題名及､研究樫腰

研究課題名与全身麻酔下における経皮的脳酸素飽和度および脳血流量への昇圧剤の影響の検討

研究概要：

周術期管理技術の向上に伴って、従来手術を受けることが困難であった高齢者に手術適応が拡大され

ている．このような患者は脳血管障害の既往を持つことが少なくない．脳潅流を維持することが周術期
の神経学的合併症予防のためには不可欠であるが､-術中に脳潅流の状態をモーターすることは従来困難

で、体血圧を以てその代用としていた．近年、心臓大血管手術を中心に用いられている〈モニターに経皮
的脳酸素飽和度モニターdNVOS)があり、その使用が周術期神経学的合併症の発生率減少に寄与したと
の報告が散見される．

従来のモニターを用いて術中の脳潅流を評価する場合､体血圧を維持することがその目標となるため、
昇圧剤を用いて体血圧を維持することが一般的であった．しかし、α刺激作用を持つエフェドリンやフ

ェニレフリンは体血管とと毛に脳血管も収縮させるため、その経皮的脳酸素飽和度や脳血流に対する影
響は明らかになっていない．

今回､脳血管障害の既往を持たない患者を対象に経皮的脳酸素飽和度を測定しながら全身麻酔を行い、
昇圧薬に対する反応を検討した．本研究は、脳血管障害の既往を持つ患者の周術期管理の際に脳潅流維
持のために適切な昇圧薬を選択するのに役立つと考えられる．

０▽

く県立病院診療水準の向上にどのように結びついたか＞

１１薑』血管鰐の雛を瀞る雛のより安全な周綱管理､神織瑚合併症発生の減少に寄与すると考えられ

<研究結果の発表予定＞（にチェック印を付け、必要事項を記入）

■I福島県立病!完医学研究誌』（第２５巻）に掲載

臨島県自治体9病院医学会」（平成年度）で発表（又は研究抄録の提出）

その他倶体的に： ）

※詳細については別添のとおり
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①研究実施目的
．；全身麻酔下の昇圧剤に対する脳潅biG状態の変化と柱戊則脳酸系飽和皮と用い（側
；定し、より安全な周術期管理の実施、神経学的合併症の減少に寄与することを目
:的とする＿

②

-研究実施経i畠.

塾009年９月から２０１０年２」Elまでに当院で生身淋酔ｒに実地己れ兀丁疋干'１１｢のう

;ち書面による同意を得た６例を対象とした＿全身麻酔導入前に経皮的脳酸素飽和
i度測定を開始した．それ以降、全身麻酔導入前の血圧から２５％以上減少した場合
iには心拍数に応じて塩酸エフエＷン４ｍｇ(心拍数≦６０回/分)あるいは塩酸フェニ
iレフリン0.1ｍｇ(心拍数Z６０回/分)で血圧管理を行った＿経皮的酸素飽和度は、昇
狂剤投与直前と投与後５分の値で比較した．あわせて、体血圧との相関を検討し
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；プロトコルに則り、６症例中で通算エフェドリン１８回、フヱニレフリンｌｌｕを

③:使用した．各々の昇圧剤使用前後の経皮的脳酸素飽和度6SO2)を示す．エフェド
研究結果の概要 iリン、フェニレフリ
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ンともに投与前後でrSOに有意な変化は認められなかった．

の相関を検討したが、有意な相関関係はみとめなかった．

｡

●

■●

-FSO皇 投与直衞癖 ｢役｣旱5分榴島

エフェドリン(､=18） 6Ｍ(±７８） 68.5(±7.2〉

フェニレフリン(､=11） 70.5(±5.6） 71.2(±6.0）
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研究事業予定期間
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平〕;j面21年９月１日から平成22年２月28日まで
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分担した研究項目配分を受けた研究費の額
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